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本
特
別
委
員
会
は
、「
公
共
財
産
等

の
有
効
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究
に

つ
い
て
」
を
調
査
す
る
目
的
で
設
置

さ
れ
た
。
早
急
な
解
決
が
求
め
ら
れ

て
い
る
旧
本
庁
舎
跡
利
用
計
画
に
関

し
て
は
、
区
長
あ
て
に
答
申
さ
れ
た

最
優
秀
案
を
本
特
別
委
員
会
は
、
地

元
の
合
意
を
前
提
に
推
進
す
べ
き
と

し
た
。
そ
の
結
果
、執
行
機
関
は
、本

最
優
秀
案
提
案
者
と
覚
え
書
を
取
り

交
わ
す
予
定
で
あ
り
、
旧
本
庁
舎
跡

地
の
開
発
が
本
格
的
に
始
動
す
る
こ

と
と
な
る
。�

　
区
有
財
産
等
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
に
利
用
計
画
、
処
分

計
画
を
策
定
す
る
よ
う
要
望
し
、
基

本
方
針
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
「
２
・
２
・
２
住
宅
プ
ラ
ン
」
事

業
の
進
捗
が
図
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
、

本
委
員
会
の
成
果
の
１
つ
と
な
っ
た
。�

　
今
後
も
、
未
利
用
地
の
活
用
や
処

分
に
つ
い
て
引
き
続
き
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。�

　
国
・
都
有
財
産
の
研
究
に
関
し
て

は
、
団
体
等
が
利
活
用
す
る
際
に
は
、

区
全
体
の
開
発
に
整
合
性
を
持
た
せ

る
計
画
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と

が
肝
要
と
考
え
る
。�

　
ま
た
、
今
後
も
、
旧
庁
舎
跡
地
の

開
発
・
整
備
の
実
施
状
況
、
内
容
に

つ
い
て
、
重
要
課
題
と
し
て
注
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

　
本
特
別
委
員
会
は
、「
少
子
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
住
宅
政
策
の
あ
り

方
に
関
す
る
調
査
研
究
に
つ
い
て
」

を
調
査
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
。�

足
立
区
第
２
次
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て�

　
同
プ
ラ
ン
の
報
告
を
受
け
、
当
区

の
住
宅
政
策
の
現
状
、
課
題
、
目
標

等
の
確
認
を
し
た
。�

２
・
２
・
２
・
住
宅
プ
ラ
ン
に
つ
い
て�

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
議
論
だ
け
に

止
ま
ら
ず
、
大
谷
田
五
丁
目
の
戸
建

て
方
式
、
西
綾
瀬
二
丁
目
の
共
同
住

宅
方
式
、
西
新
井
四
丁
目
の
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ブ
方
式
の
全
て
の
候
補
地
の

現
地
視
察
を
行
い
、
事
業
の
進
捗
状

況
等
を
確
認
し
認
識
を
深
め
た
。�

東
京
都
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
第
３
次
）
に
つ
い
て�

　
区
内
の
都
営
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
の

現
状
や
移
管
の
問
題
等
に
つ
い
て
議

論
し
、
諸
課
題
の
対
策
を
講
じ
た
上

で
の
移
管
と
す
る
よ
う
要
望
し
た
。�

高
齢
者
の
住
宅
支
援
に
つ
い
て�

　
「
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録

制
度
」
と
、身
元
保
証
人
に
か
わ
る
役

割
を
果
た
す「
あ
ん
し
ん
入
居
制
度
」に

つ
い
て
、契
約
実
績
等
の
報
告
が
さ
れ

調
査
を
行
っ
た
。
高
齢
者
へ
の
周
知

状
況
や
執
行
機
関
の
窓
口
体
制
に
つ

い
て
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。�

　
今
日
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

が
、
人
類
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
解

決
の
た
め
に
は
生
活
全
般
を
環
境
保

全
型
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

　
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
教
育
で
の

取
り
組
み
は
当
然
の
こ
と
、
家
庭
、

社
会
、
経
済
活
動
な
ど
、
総
合
的
な

環
境
教
育
・
学
習
を
通
じ
て
、地
球
環

境
と
共
生
し
た
人
間
の
生
き
方
等
を

学
び
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
て
積
極
的
に
行
動
す
る
人
材
を

育
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。�

　
さ
ら
に
、我
が
国
が
国
際
社
会
で

の
取
り
組
み
に
お
い
て
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、国
内
で

の
環
境
教
育
・
学
習
の
推
進
の
た
め

の
体
制
整
備
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。�

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
環
境
教
育
・
学
習

と
実
践
に
つ
い
て
の
総
合
的
か
つ
体

系
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

の「（
仮
称
）
環
境
教
育
・
学
習
推
進

法
」
の
早
期
制
定
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。�

（
衆･

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
環
境
大
臣
あ
て
）�
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本
特
別
委
員
会
は
、「
交
通
機
関
の

誘
致
及
び
整
備
、
並
び
に
交
通
安
全

対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
に
つ
い
て
」

を
調
査
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
。�

日
暮
里
・
舎
人
線
に
つ
い
て�

　
都
の
開
業
時
期
延
伸
の
一
方
的
発

表
に
対
し
、
早
期
開
業
を
求
め
る
べ

く
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
今
後
も
工

事
進
捗
率
向
上
の
た
め
研
究
を
重
ね
、

都
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
つ
い
て�

　
平
成
17
年
度
開
業
が
確
実
だ
が
、

今
後
も
鉄
道
本
体
工
事
の
み
な
ら
ず
、

駅
周
辺
整
備
等
の
進
捗
を
見
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。�

環
七
高
速
鉄
道
（
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
）

及
び
地
下
鉄
８
号
線
に
つ
い
て�

　
関
係
区
の
み
な
ら
ず
、
議
会
、
行

政
、
区
民
が
一
体
と
な
っ
た
、
一
層

の
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。�

地
下
鉄
竹
の
塚
・
王
子
・
池
袋
線
に
つ

い
て�

　
関
係
区
と
の
連
携
を
密
に
今
後
実

現
に
向
け
た
努
力
が
重
要
で
あ
る
。�

バ
ス
路
線
網
に
つ
い
て�

　
新
線
開
業
後
の
新
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
等
や
、
既
存
の
バ
ス
路
線
を
補
完

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
等
に
よ
り
、
交
通
不
便
地

域
解
消
に
向
け
た
バ
ス
路
線
再
編
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。�

��

　
本
特
別
委
員
会
は
、「
行
政
改
革
に

関
す
る
こ
と
」「
行
政
手
続
き
に
関
す

る
こ
と
」「
行
政
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

こ
と
」
の
３
項
目
を
調
査
・
研
究
す

る
こ
と
と
し
た
。�

　
区
財
政
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

下
で
あ
っ
て
も
、区
の
財
源
、人
材
、

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、低
コ

ス
ト
で
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
提
供
し
得
る
執
行
体
制
を

確
立
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
本
特
別
委
員
会
は
、こ
の
よ
う

な
状
況
に
鑑
み
て
、区
民
福
祉
向
上
の

た
め
、区
の
行
財
政
を
検
証
し
、区
民
ニ

ー
ズ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、効
率
的

な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

の
視
点
か
ら
も
、調
査
研
究
を
行
っ
た
。�

　
国
へ
の
依
存
心
を
払
拭
し
、
自
己

責
任
・
自
己
決
定
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
地
方
自
治
体
を
確
立
す
る
た
め

に
も
、
こ
れ
か
ら
の
区
政
運
営
は
、区

民
、
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、構
造
改
革
を
進
め
、区
政
透
明

度
向
上
を
図
る
意
味
で
も
、情
報
の

共
有
化
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。「
住

み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
足
立
」
を
実
現

す
る
た
め
、議
会
と
し
て
も
今
後
と

も
努
力
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。�

��

　
本
特
別
委
員
会
は
、「
中
小
零
細
企

業
経
済
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
に

つ
い
て
」
を
調
査
す
る
目
的
で
設
置

さ
れ
た
。�

　
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
長
引
く
不

況
の
中
で
、
区
内
業
者
の
大
半
を
占

め
る
中
小
零
細
企
業
は
、
現
在
も
な

お
、
自
助
努
力
の
域
を
超
え
た
極
め

て
厳
し
い
経
営
環
境
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
と
っ
て
は
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
要
因
で
あ
る
。
区
内
経
済
を
活

性
化
す
る
た
め
に
は
、
産
業
振
興
策
、

経
営
支
援
策
、
雇
用
創
出
・
確
保
策

を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
点
を
認
識
し
、
本
特
別
委
員
会
で

は
、
主
に
、
区
内
産
業
の
振
興
、
経

営
支
援
、
雇
用
の
創
出
・
確
保
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
議
論
を
重

ね
て
き
た
。�

　
足
立
区
は
、「
足
立
区
タ
ウ
ン
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
（
足
立
区
中
小
小

売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
）」
の
策
定
、

「
産
業
経
済
部
」
の
創
設
、「
足
立
区

経
済
活
性
化
推
進
本
部
」
の
設
置
、「
足

立
区
商
店
街
振
興
プ
ラ
ン
」
の
策
定

な
ど
、
区
内
経
済
活
性
化
に
向
け
た

推
進
体
制
を
整
え
て
き
た
。
し
か
し
、

中
小
零
細
企
業
経
済
対
策
は
、
区
民

の
代
表
で
あ
る
議
員
の
意
見
・
要
望

に
も
耳
を
傾
け
、
議
会
と
執
行
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
こ
そ
、
区
内
業
者

の
実
態
に
合
っ
た
効
果
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。�
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ました。ぜひ、ご覧ください。�

�

【歳出の部】�
2,110億円�
(100.00%) 国民健康保険料�

194億8,785万9,000円�
(29.24%)

国庫支出金�
225億5,426万4,000円�

(33.85%)

療養給付費等交付金�
88億2,309万4,000円�

(13.24%)

繰入金�
128億6,438万7,000円�

(19.30%)
その他�

29億1,279万2,000円(4.37%)

国民健康保険特別会計�【歳入の部】�
666億4,239万6,000円�
(100.00%)

保険給付費�
427億4,609万5,000円�

(64.14%)

老人保健拠出金�
177億5,278万6,000円�

(26.64%)

その他�
61億4,351万5,000円(9.22%)

【歳出の部】�
666億4,239万6,000円�

(100.00%)

介護保険料�
41億9,382万6,000円�

(17.99%)

国庫支出金�
52億2,875万円�
(22.43%)

都支出金�
28億510万3,000円(12.03%)

繰入金�
36億9,140万2,000円(15.84%)

その他�
73億9,280万6,000円�

(31.71%)

介護保険特別会計�【歳入の部】�
233億1,188万7,000円�
(100.00%)

総務費�
8億7,639万9,000円�

(3.76%)

保険給付費�
224億円�
(96.09%)

その他�
3,548万8,000円�
(0.15%)

【歳出の部】�
233億1,188万7,000円�

(100.00%)

用地特別会計�【歳入の部】�
57億8,312万円�
(100.00%)

【歳出の部】�
57億8,312万円�
(100.00%)

支払基金交付金�
298億7,641万円�
(63.94%)

国庫支出金�
111億3,256万3,000円�

(23.83%)

都支出金�
27億4,214万1,000円�
(5.87%)

繰入金 29億7,278万7,000円(6.36%)
その他 30万5,000円(0.00%)

老人保健医療特別会計�【歳入の部】�
467億2,420万6,000円�
(100.00%)

医療諸費�
463億2,925万3,000円�

(99.16%)

諸支出金�
1億6,430万5,000円�

(0.35%)

その他�
2億3,064万8,000円�

(0.49%)

【歳出の部】�
467億2,420万6,000円�

(100.00%)

平成15年度各会計予算�
一般会計�【歳入の部】�

2,110億円�
(100.00%)

特別区税
348億1,962万9,000円

(16.50%)

議会費
9億4,457万7,000円(0.45%

)

総務費195億2,985万1,000円(9.2
6%
)

環境衛生費
192億6,242万円(9.13%)

土木費258億9,305万3,000円(12.2
7%)

その他229億4,469万6,000円(10.8
7%)

公債費145億1,274万5,000円(6.8
8%)

民生費
762億7,718万5,000円

(36.15%)

教育費
316億3,547万3,000円

(14.99%)

その他
361億392万7,000円

(17.11%)

特別区交付金
811億円
(38.44%)

使用料及び手数料
38億1,225万4,000円

(1.81%)

都支出金 96億9,495万2,000円(4
.59%

特別区債 92億5,800万円(4.39
%)

国庫支出金
362億1,123万8,000円

(17.16%) )

「（
仮
称
）

（
仮
称
）環
境
教
育

環
境
教
育
・
学
習
推
進
法
」

学
習
推
進
法
」の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
期
制
定
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財産収入�
54億6,157万2,000円�

(94.44%)

繰入金�
3億2,154万8,000円�

(5.56%)

諸支出金�
51億4,824万6,000円�

(89.02%)

公債費�
6億3,487万4,000円�

(10.98%)
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